
氏名 羽佐田　紘大

学部担当科目

・自然地理学Ⅰ
・自然地理学Ⅱ
・地形学
・地理学入門
・基礎演習Ⅱ
・地理学講読・調査法
・地理学分析・表現法
・地理学地域調査演習
・地理学演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、日本地形学連合、日本地球惑星科学連合、法政大学地理学会、奈良地理学会

沖積低地・沖積層の形成と環境変動との関係

各授業では、e-Learningに教材をアップロードし、PCやスマートフォン等から教材を閲覧できるよう
努めた。
「自然地理学Ⅰ・Ⅱ」（対面）では、毎回の講義でコメントシートの提出を求め、次回講義でフォロー
することで学生の理解度向上を図った。
「地形学」（Web）では、学生がネット環境に合わせて選択できるよう、Zoomを用いたリアルタイム授
業およびそれを録画してe-Learningで公開するオンデマンド授業を実施した。
その他：仁川学院高等学校 特別講義 講師、愛知教育大学 非常勤講師（夏期集中：自然地理学
基礎）、南山大学 非常勤講師（夏期集中：自然地理概説、空間情報分析法）を務めた。

法政大学地理学会 評議員
奈良地理学会 集会・巡検幹事

名古屋大学大学院 環境学研究科 社会環境学専攻 博士後期課程 修了

博士（地理学）

自然地理学、環境地理学、地形学、地理情報システム

最終学歴

　【研究上の特記事項】

日本学術振興会  科学研究費助成事業 若手研究「沖積低地内陸域の堆積様式の解明と流域で
の土砂生産の定量的検討」（研究代表者）
日本学術振興会  科学研究費助成事業 基盤研究(B)「海面上昇下における群落レベルでのマン
グローブ立地変動とその規定要因の定量分析」（研究分担者）
上記基盤研究(B)のため、2022年9月5日～9日に西表島マングローブ林の現地調査を実施した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員会 委員
教職課程運営専門部会 委員
ICT教育推進プロジェクト委員会 委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・自然地理学
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②海面上昇下における群落レ
ベルでのマングローブ立地変
動とその規定要因の定量分析
―西表島における調査プロット
の設置（予報）

①沖積低地での土砂堆積と流
域での土砂生産

③海面上昇下における群落レ
ベルでのマングローブ立地変
動とその規定要因の定量分析
―短期砂泥輸送観測の試行

④マングローブ生態系への海
面上昇影響に関する研究から
見えてきたこと―初期の地形学
的手法による予測は果たして正
しかったのか

（その他）

河川や海側からの土砂流入/流出に伴
う地盤高変動速度に関する計測の結果
を報告した。

（学会発表）

2022年12月

マングローブ生態系に関する初期の地
形学的研究が海面上昇の影響を正しく
予測できていたのかを検証し、今後の
研究の方向性を提言した。

木曽三川流域および矢作川流域を例と
して、下流域での土砂堆積と上流域で
の土砂生産との関係について発表し
た。

西表島における海面上昇の影響と考え
られる現象および調査プロットの概要に
ついて報告した。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

奈良地理学会
2022年度夏季例会

第28回日本マングロー
ブ学会大会

第28回日本マングロー
ブ学会大会

日本地理学会
2023年春季学術大会

2022年12月

2023年3月

2022年7月


